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研究成果の概要（和文）： 

英語教育とは単なるスキル習得ではなく、ヒューマニティを伴う異文化コミュニケーション

教育でもある。歌詞(英語)の和訳（＝異文化翻訳）に果たすメロディの役割を自主教材で伝え、

ライフ・ワークのスティーブン・フォスターについて、日本ではその「アメリカ性」、米国では

「日本性」を伝え、日米交流に寄与できた。2013 年 12 月、米国より 2 名を招へいし、立命館

大学で日本初の「フォスター歌・レクチャーコンサートと国際シンポジウム」を開催できるの

は本研究の最大の成果と言え、感謝の念で準備中である。 
 
研究成果の概要（英文）： 

When we teach English, we teach not just the English language (the grammar and 
vocabulary) but also the culture of the countries where English is spoken as a native 
language. This helps language learners to better realize the humanity they share with the 
people in those countries. My textbooks helped me convey the important role of melodies in 
terms of cross-cultural interpretation from English lyrics into their Japanese translation. 
Through my studies on Stephen Foster, I have contributed to US-Japan communication by 
introducing Foster as Americana to Japanese and as Japanese heritage to Americans. I’m 
currently working on Japan’s first lecture-concert & international symposium on Foster, 
scheduled for December 7, 2013, at Ritsumeikan University in Kyoto, where two Americans 
will be the among speakers. I see this as the biggest reward of my five years of funded 
research for which I am very grateful. 
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者は、大学英語教育において当初

よりアメリカ音楽を導入し、英詩という異文
化の対訳という自文化への翻訳にも挑戦す
るに至った。最終和訳までには、米語が包含
する宗教や人種問題など多様な挑戦を伴う
が、英語と日本語間の往来という異文化翻訳
の意義は大きい。また米国史と連動する音楽
を通した米国理解の可能性を展望する。 
 米音楽 20 曲を英語の歌詞を対訳と共にテ
キスト化した『音楽でコミュニケーション』
（1997 年初版）は、2002 年の 2 訂版に 1999
年 9 月から 10 ケ月間のピッツバーグ大学と
ウィリアム＆メアリー大学におけるフルブ
ライターとしての研究成果を編みこんだ。 
さらに、2006 年にはメロディが奏でる異

文化翻訳という視座で数曲を差し替えた『音
楽で異文化コミュニケーション』（新版）を
刊行した。本書は、アメリカ音楽を具体性と
抽象性の統合と捉え、対訳という異文化翻訳
に伴うメロディの果たす役割を意識したも
ので、具体性としての英詩を素材としながら、
抽象性の「サウンド」をより重視した。つま
り、サウンドこそが異文化から自文化へとリ
ンクする架け橋となるという視座を得る。 

大学改革による教養学部の解体から久し
いが、高等教育現場における教養科目や人文
学のトーンダウンに警鐘を鳴らす声も聞か
れる。英語教育を単なるスキル伝達ではなく、
異文化コミュニケーション活動を伴うヒュ
ーマニティと捉えることには意義がある。そ
うした意味で音楽を使った英語教育の可能
性と方法の研究は有意義な展望を持つ。それ
までの実践を基に、よりグローバルな多様性
を視野に入れた多角的研究に基づくととも
に、同時代性を反映する教材開発を目指し、
教育現場での実践に結び付けようという背
景のもとに本研究に臨むことにした。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、代表者の 10 余年に及ぶ

試行錯誤の英語教育実践と一連の教材作成
に基づき、音楽を使った英語教育及び異文化
コミュニケーション教育の可能性と方法を
研究し、教材開発の進化と今後の展望を探る
ことにあった。具体的には、英語（異文化）
から日本語（自文化）への翻訳を「メロディ
が奏でる異文化翻訳」と位置づけ、異文化コ
ミュニケーションという視点で考察する。つ
まり、米音楽の異文化翻訳を、英詩から和訳
という具体性の変換プロセスにメロディと
いう抽象性が統合された感性として捉えた。
さらに、米国史と連動するアメリカ音楽を考
察するとともに、日本人とフォスター音楽の
意義を通し、日米の異文化交流に果たす米音
楽の意義を考察し、音楽を通した米国理解の

可能性を展望することにした。 
研究活動の継続には、国内外の学会での情

報及び意見交換、また研究発表を通して研鑽
を積む。さらに、グローバルな視点では、ピ
ッツバーグ大学スティーブン・フォスター記
念館館長のルート博士との共同研究や
SAM(Society for American Music: アメリ
カ音楽学会)における活動を継続し、最終的に
は、日本においてフォスターに関するレクチ
ャー・コンサーや国際シンポジウムの開催を
実現し、日米の異文化交流の一助とする目標
を掲げた。 

 
３． 研究の方法 
(1) 教材開発の進化 
 2008年の米国大統領選でのオバマ氏
勝利のひと月後の12月に発表されたCD
アルバム , YES, WE CAN―Voices of
 a Grassroots Movementは、オバマ氏
と故キング牧師の演説をちりばめた18
曲からなり、新教材『音楽で異文化コミ
ュニケーション２～歌い継ぐアメリカ』
の開発へと触発された。また、前著『音
楽で異文化コミュニケーション』も新たな視
点で新版に向けて更新を図った。 

 
(2) 国内外における研究発表 
 (1)の♪YES WE CAN♪について、歌い継ぐ
歴史コミュニケーションとして、また織り込
まれたスポークン・ワードの意義など、日本
コミュニケーション学会や大学英語教育学
会で研究発表を目指した。 
また、2010 年 2 月、米国ピッツバーグ大

学フォスター記念館のルート館長より、4 月
に開催する初のフォスター・シンポジウムへ
の招聘を受け、2 月後半、放送大学鹿児島学
習センターでの特別講義にて、80 名の受講者
にフォスターについてアンケート調査を実
施し、準備を開始した。  

 
(3) 論文発表 
 研究発表を基にした論文を学会誌や学内
紀要『言語と文化』、さらに米国の専門雑誌
で発表する。 
 
(4) 国際学会参加 
毎年 3 月、米国各地で開催される SAM

（Society for American Music:アメリカ音楽
学会）に参加し、研鑽を積み、情報交換及び
共同研究を継続する。 
 
(5) 教育現場での教材の利活用と研究成果還

元 
 特に新教材『音楽で異文化コミュニケーシ
ョン2～America Keeps Singing』の勤務大学
での利活用に努め、意義を考察するとともに



、放送大学「アメリカ文化研究会」のセミナ
ーでも活用し、社会人の英語学習と米国理解
の一助とする。 
 
(6) 教員免許更新講習への還元 

2009 年 11 月 教員免許更新講習「英語教
育と異文化理解」に本研究の成果を還元する。 
 
(7) 社会人教育現場での還元 

2009 年 5 月の放送大学公開特別講義「伝
え合う異文化コミュニケーション～日本語
と英語」及び 2010 年 2 月の同特別講義「日
本人の知らないフォスター」において研究成
果の還元を行う。 

 
(8) 社会貢献 
授業交流（単位互換）特別開設科目（コー

ディネート科目）として、「ポップスで学ぶ
総合英語と異文化コミュニケーション」を開
講し、県下 12 高等教育機関及び一般市民に
研究成果を還元する。 

 
(9) レクチャー・コンサートの実施 
 フォスター楽曲を扱うレクチャー・コンサ
ートを実施して、日本人の知らないフォスタ
ーの「アメリカ性」(Americana)を解説し、
米国理解を深めるとともに日米の異文化交
流に寄与する。 
 
(10) 国内共同研究への還元 

2008 年より共同研究員を務める立命館大
学「ヴァナキュラー研究会」(代表：ウェルズ
恵子教授)での研究発表を継続するとともに、
米国研究者の招へいを鼓舞する。 

 
(11) 国際共同研究の継続 
 フォスターについて、国内ではその「アメ
リカ性」(Americana)を解説する一方、米国
の研究者との共同研究にその「日本性」を導
入し、グローバルな研究を進める。 

 
(12) 国際シンポジウムの企画 
 (11)の成果を基に、日本で米国からフォス
ター研究者とアーティストを招へいし、「レ
クチャー・コンサート＆国際シンポジウム」
を企画する。 
 
４．研究成果 
(1) 教材の開発 
新版『音楽で異文化コミュニケーション

１』（以降『1』）(2010)には、フォスターの欄
に 4 月にピッツバーグ大学で開催される「フ
ォスター・シンポジウム」も加筆し、刊行直
後、60 部をルート博士に送付し、講演に備え
た。 
新教材『音楽で異文化コミュニケーション

2～歌い継ぐアメリカ』(America Keeps 
Singing)（以降『2』）は、米国史と連動する
音楽を、フォスターの「オー！スザンナ」
（1848 年）から♪Yes We Can♪のオバマ氏に
捧げた’Eternity’(2008 年)まで 20 曲を選曲し、
3 月のシンシナティでの研究成果も盛り込み、
2011 年に発行した。 
 
(2) 国内外での研究発表 
立命館大学「ヴァナキュラー研究会」での

2010年3月の研究発表で、死後146年後の
2010年4月、ピッツバーグ大学で開催される
初の「フォスター・シンポジウム」の意義を
論じた。 
フォスター記念館で開催された同シンポ

ジウムには、海外から一人招聘され、日本に
おけるフォスターの意義について講演を行
い、米全土から結集した他の出席者（音楽学
者、アーティスト、作家、歴史研究者等）及
び聴衆から評価を受けた。 

2011 年の招待講演 2 件では、時空を超え
るアメリカ音楽の歴史コミュニケーション
力について講演した。大学英語教育学会九州
支部大会では、前年度より研究中の♪Yes We 
Can♪を紡ぐ故キング牧師やオバマ大統領の
スピーチから抜粋したスポークン・ワードと
そのヒューマニティに焦点を当て、英語教育
における意義について議論した。 
また日本コミュニケーション学会九州支部

大会では、『２』を米国19世紀から21世紀へ
のコミュニケーションという視点で研究発表
を行った。さらに、翌年には同学会にて「ス
ポークン・ワードのコミュニケーション力～
グローバルボイスへ」というテーマで研究発
表を行った。 
 
(3) 論文発表 
国内での論文は、「自習教材を使った英語

教育と異文化コミュニケーション教育」、「伝
え合う異文化コミュニケーション～日本と
アメリカ」、「ポップスで学ぶ総合英語及び異
文化コミュニケーション」、「♪YES WE CAN
♪ が 歌 い 継 ぐ 歴 史 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン」、 ”America as Understood through 
Foster’s Songs in Foreign Cultures ～
Foster’s Music as Japanese Cultural 
Heritage”、「America Keeps Singing～英語
及び異文化理解教育を目的とした教材の開
発」、「America Keeps Singing～異文化理解
教育教材の開発」、「日米の文化とコミュニ
ケーションの違いについて」、「歌い継ぐア
メリカ ～19 世紀から 21 世紀へのコミュニケ
ーション」などのテーマで発表した。 
米 国 の 学 術 専 門 誌 American Music: 

Stephen Foster,には、2010 年 4 月のフォス
ター・シンポジウムでの講演を基にし
た”Foster’s Songs in Japan”を発表した。 



 
(4) 国際学会参加 

SAM（Society for American Music:アメリ
カ音楽学会）には、2000 年 3 月、チャール
ストンでの初参加を機に会員となり、デンバ
ー（2009）、シンシナティ（2011）、シャーロ
ット（2012）、リトル・ロック（2013）と出
席し、情報収集や意見交換を継続した。 
例えば、2012年3月のシャーロット大会で

は、同学会の「アメリカ魂」の「進化」を体
感した。参加者の一人、Robert Pielke氏が著
したRock Music in American Cultureについ
て、翻訳出版の可能性も含めて意見交換を行
った。さらに、フォスター記念館館長Deane 
Root博士やJoe Weed氏との共同研究につい
て意見交換を行った。 

 
(5) 教育現場での教材の利活用と研究成果還

元 
勤務大学で前期開講の「異文化理解」では

、音楽をアメリカ史との連動で編纂した『２
』を副教材として使用し、複雑な米国理解を
鼓舞し、後期開講の「英語Ⅰ」では、『1』を
副教材に用い、音楽を通した英語及び異文化
理解教育の可能性を確認し、更なる教材の展
望を探った。また、放送大学の英語セミナー
でも『２』を利活用し、社会人の英語学習と
米国理解の一助とした。 

 
(6) 教員免許更新講習への還元 

2009 年 11 月に実施した教員免許更新講習
「英語教育と異文化理解」では、自主教材『太
平洋を越えて』や『音楽で異文化コミュニケ
ーション』を配布し、利活用すると同時に本
研究の成果を還元した。 
 
(7) 社会人教育現場での還元 

2009 年 5 月の放送大学公開特別講義「伝
え合う異文化コミュニケーション～日本語
と英語」及び 2010 年 2 月の同特別講義「日
本人の知らないフォスター」において研究成
果を還元した。また、後者においては、4 月
予定のピッツバーグ大学におけるシンポジ
ウムでの講演を控え、日本人のフォスター像
という視点でアンケート調査を実施した。 

 
(8) 社会貢献 
授業交流（単位互換）特別開設科目（コー

ディネート科目）として、「ポップスで学ぶ
総合英語と異文化コミュニケーション」（4 日
間）を開講し、留学生を含む大学生や短大生、
一般市民の受講性に本研究の成果を還元し
た。 
 
(9)レクチャー・コンサートの実施 

2012 年 9 月、在福岡アメリカ領事館広報
部と放送大学「アメリカ文化研究会」共催に

よるEric Lee Concertをコーディネートし実
施した。 
また、2013 年 2 月には、草加市で開催さ

れた NT Serendipity ライブでレクチャー・
コンサートを実施し、米国フォスター記念館
ルート館長のメッセージと共に、日本人の知
らないフォスターの「アメリカ性」
(Americana)を解説し、米国理解を深めると
ともに日米の異文化交流に寄与した。 
  
(10) 国内共同研究への還元 
立命館大学「ヴァナキュラー研究会」での

共同研究を継続し、2010 年 3 月、研究発表
を行うとともに、米国研究者の招へいを鼓舞
した。2013 年 3 月 1 日の運営委員会で代表
者が提案した 2013 年度の国際企画案が受諾
され、米国招へい者との交渉はじめコーディ
ネーターを任されることとなった。 

 
(11) 国際共同研究の継続 
 フォスターについて、国内ではその「アメ
リカ性」(Americana)を紹介する一方、米国
の研究者との共同研究にはその「日本性」を
導入し、グローバルな研究を継続した。 
 
(12) 国際シンポジウムの企画 
 (10)を受けて、2013 年 3 月 5 日-10 日、米
国で開催された第 39 回アメリカ音楽学会
（SAM）に出席中、既述の Deane Root 博士
とアーティスト Joe Weed との招へい交渉に
成功した。 
その後、立命館大学国際言語文化研究所企

画に採択され、2013 年 12 月 7 日、同大で開
催される一般公開「フォスター レクチャ
ー・コンサート＆国際シンポジウム」には、
客員研究員の身分で、コーディネーター、シ
ンポジスト及び通訳として取り組む予定で
ある。 
本研究の最大の成果としてここに謝辞を

述べたい。 
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